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ご
み
処
理
に
毎
年　

億
円

１０

　

現
在
、
市
の
ご
み
処
理
は
、
合

併
前
の
2
つ
の
施
設
を
そ
の
ま
ま

引
き
継
い
で
運
営
を
し
て
い
ま

す
。
旧
恵
南
地
域
で
出
る
可
燃
ご

み
は
、
恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

あ
お
ぞ
ら
で 
ガ 
ス
化
溶
融
方
式
に

※

よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧

恵
那
市
地
域
で
出
る
ご
み
は
、
エ

コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
Ｒ
Ｄ
Ｆ
+
炭

化
方
式
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｒ
Ｄ
Ｆ
と
は
、
可
燃
ご
み

か
ら
作
ら
れ
る
ペ
レ
ッ
ト
状
の
固

形
燃
料
の
こ
と
で
す
。

　

２
つ
の
施
設
を
運
用
す
る
こ
と

は
、
経
費
と
し
て
多
く
の
負
担
が

か
か
り
ま
す
。
昨
年
度
に
は
、
市

全
体
で
年
間
約
1
万
５
３
４
７�

　

市
に
は
、
現
在
２
つ
の
ご
み
処
理
施
設
が
あ
り
ま
す
。
長
島
町
久
須
見
に
あ
る
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
と
、
明
智
町
吉
良
見
の
恵
南
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
で
す
。
２
つ
の
施
設
で
ご
み
処
理
を
行
う
こ
と
は
効
率
が
悪
い
た
め
、
来
年
４
月
か
ら
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
に
一
元
化
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
現
在
、
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
市
内
全
域
の
ご
み
の
処
理
業
務
に
対
応
で
き
る
よ
う
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

一
元
化
に
よ
っ
て
年
間
２
億
円
か
ら
３
億
円
の
費
用
と
８
７
３
９�
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
（
内
線
１
８
３
）

の
ご
み
処
理
に
約　

億
９
２
０
０

１０

万
円
掛
か
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、

恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ

ら
で
は
、
５
４
４
８�
の
処
理

に
、
約
４
億
６
千
万
円
。
エ
コ
セ

ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
９
８
９
９�

の
処
理
に
約
６
億
３
２
０
０
万
円

で
し
た
。

　

施
設
の
運
営
体
制
に
つ
い
て

は
、
恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ

お
ぞ
ら
は　

時
間
の
稼
働
で
す
。

２４

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
週
に
５

日
間
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
稼

働
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
の　

時
間
で
す
。
炉
を

１０

高
温
に
保
つ
必
要
か
ら
、
毎
日
の

施
設
の
立
ち
上
げ
時
に
、
多
量
の

灯
油
を
消
費
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
二
酸
化

ご
み
処
理
施
設
を
統
合
へ

行
財
政
改
革
後
期
行
動
計
画

行
財
政
改
革
後
期
行
動
計
画
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▲来年４月から、ごみ処理はエコセンター恵那に一元化され、
いっそうの効率化が図られる

炭
素
が
毎
日
の
立
ち
上
げ
ご
と
に

発
生
し
て
い
ま
す
。

２
億
円
以
上
の
削
減
効
果

　

ご
み
処
理
施
設
を
現
在
の
２
施

設
か
ら
１
施
設
へ
と
統
合
す
る
こ

と
で
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
と

経
費
の
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
へ
の
統
合

に
よ
っ
て
、
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
の
管
理
費
や
ご
み
処
理
に

使
用
す
る
燃
料
費
な
ど
が
集
約
さ

れ
る
た
め
、
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
炉

の
立
ち
上
げ
時
に
、
ド
ラ
ム
缶
約

　

本
（
4�
�
）
の
灯
油
が
必
要

２０と
な
り
ま
す
。
現
在
は
１
週
間
に

５
日
、
毎
日
、
立
ち
上
げ
が
必
要

な
た
め
、
約
１
０
０
本
の
灯
油
が

必
要
で
す
。
来
年
度
か
ら
は
、　
２４

時
間
連
続
稼
働
で
週
３
日
か
ら
４

日
の
運
転
と
な
る
こ
と
か
ら
、
週

１
回
、
立
ち
上
げ
時
の
約　

本
の

２０

灯
油
で
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ
お

ぞ
ら
の
削
減
分
と
合
わ
せ
て
、
年

間
の
削
減
量
は
、
約
１
３
６
０�

�
、
二
酸
化
炭
素
で
８
７
３
９�

の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

処
理
施
設
を
１
カ
所
に
集
約
さ

せ
、
運
営
体
制
の
見
直
し
を
す
る

こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
削
減
額
を
年

間
約
2
億
円
か
ら
3
億
円
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

※
ガ
ス
化
溶
融
方
式
＝
ガ
ス
化
炉
と

溶
融
炉
を
組
み
合
わ
せ
た
施
設
。
ガ

ス
化
炉
で
ご
み
を
低
酸
素
状
態
で
蒸

し
焼
き
に
し
、
発
生
物
質
と
ガ
ス
を

溶
融
炉
に
入
れ
て
高
温
で
溶
か
す
方

式

▲ごみ処理に使う燃料は、あおぞらで５４２��、
エコセンターで、１,４００��を使用していたもの
が、５８２��に減る見込み。これは、ごみ処理を
集中し、立ち上げ時の燃料を削減することで約
３分の１となる。二酸化炭素では、あおぞらで
７,７１３�、エコセンターで、５,７９７�排出されてい
たものが、４,７７１�に減る見込み
　　　　　　　　　 （平成１８年度実績から試算）

５００

１５００

２０００

１０００

１,９４２�

５８２�

１３,５１０ｔ

４,７７１ｔ

【一年間の燃料使用量】【一年間のＣＯ２排出量】

恵
南
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
分

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
分

統
合
後
の
予
想
分

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
分

統
合
後
の
予
想
分

恵
南
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
分

施設統合による削減効果

▲

市
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

収
集
作
業
を
行
う

２０,０００

１５,０００

１０,０００

５,０００

� ｔ



る
は
く
離
剤
な
ど
で
す
。

　

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
工

事
期
間
を
除
い
て
、
視
察
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
の

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
エ
コ
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▲

R
D
F
の
炭
化
に
は
欠
か
せ
な

い
部
分
の
洗
浄
炭
脱
水
機

セ
メ
ン
ト
工
場
な
ど
で
利
用

　

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
Ｒ

Ｄ
Ｆ
+
炭
化
方
式
に
よ
っ
て
ご
み

を
処
理
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

こ
の
方
式
で
、
旧
恵
那
市
地
域
の

可
燃
ご
み
を
８
６
６
５�
処
理
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
可
燃
ご
み
か
ら
Ｒ

Ｄ
Ｆ
炭
化
物
を
作
り
、
燃
料
な
ど

と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
炭
化
物
が
で

き
る
ま
で
に
は
、
い
く
つ
か

の
工
程
が
あ
り
ま
す
。
主
な

も
の
は
、
ま
ず
可
燃
ご
み
か

ら
水
分
を
取
り
除
い
て
、
Ｒ

Ｄ
Ｆ
を
作
り
ま
す
。
こ
の
段

階
で
ご
み
は
、
約
半
分
の
量

に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
に
Ｒ

Ｄ
Ｆ
に
熱
を
加
え
る
な
ど
し

て
炭
化
し
、
最
終
的
に
約
８

分
の
１
の
量
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
炭
化

物
を
１
２
８
２�
生
産
し
て

い
ま
す
。
主
な
利
用
先
は
、

約
９
割
が
セ
メ
ン
ト
工
場
で

の
原
料
や
燃
料
、
そ
の
ほ
か

に
は
、
鋳
物
工
場
で
使
わ
れ
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▲エコセンター恵那内のごみピットと呼ばれるところ。市内で回収されたごみは、まずここに集められ、ごみ
クレーンで受入ホッパに投入され、さまざまな工程を経てＲＤＦ炭化物となる。ごみクレーンは、ひとつかみ
で約１�のごみを投入する

ご
み
は
Ｒ
Ｄ
Ｆ
炭
化
物

ご
み
は
Ｒ
Ｄ
Ｆ
炭
化
物
へへ　

5　2009.10.1

が
腐
敗
し
て
タ
ン
ク
内
に
可
燃
性

ガ
ス
が
発
生
す
る
こ
と
で
す
。
ガ

ス
に
引
火
し
て
起
こ
る
爆
発
を
防

止
す
る
た
め
、
貯
留
サ
イ
ロ
内

に
、
不
燃
ガ
ス
な
ど
を 
充  
填 
す
る

じ
ゅ
う 
て
ん

こ
と
や
、
消
火
栓
で
消
火
す
る
こ

と
で
引
火
を
防
止
し
ま
す
。

　

ま
た
貯
留
サ
イ
ロ
内
の
温
度
や

一
酸
化
炭
素
濃
度
を
常
に
監
視

し
、
異
常
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

自
動
的
に
散
水
や
窒
素
ガ
ス
、
二

酸
化
炭
素
を
充
填
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
と
Ｒ
Ｄ
Ｆ
炭
化
物
の

両
方
に
対
応
し
て
、
未
然
に
事
故

を
防
ぎ
ま
す
。

連
続
稼
動
に
向
け
て
改
修

　

施
設
の
統
合
に
よ
り
、
エ
コ
セ

ン
タ
ー
恵
那
が
処
理
す
る
可
燃
ご

み
の
量
は
、
年
間
約
１
万
２
６
３

６�
（
昨
年
度
実
績
）
と
な
り
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
全
域

の
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
と
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
の
た
め
の

改
修
工
事
を
進
め
て
お
り
、
来
年

３
月
下
旬
ま
で
行
い
ま
す
。

　

工
事
の
内
容
は
、
ご
み
処
理
の

重
要
な
部
分
で
あ
る
洗
浄
炭
脱
水

機
、
脱
臭
炉
な
ど
を
連
続
で
稼
働

で
き
る
よ
う
改
修
す
る
も
の
と
、

そ
れ
に
対
応
し
て
プ
ラ
ン
ト
用
水

の
確
保
、
深
夜
に
稼
働
す
る
た
め

の
騒
音
対
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
エ
コ
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
は

１
日　

時
間
の
稼
働
で
、
処
理
能

１０

力
は　
�
で
す
。
改
修
後
に
は
、

４２

　

時
間
連
続
稼
働
が
可
能
で
、
約

２４２
倍
の
処
理
能
力
に
な
り
ま
す
。

安
全
対
策
で
事
故
を
防
止

　

安
全
面
で
は
、
平
成　

、　

年

１７

１８

度
に
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
危
険
な
の
は
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ

▲脱臭炉の改修風景

▲ボンベの中に、不燃ガ
スが入っている。ＲＤ
ＦとＲＤＦ炭化物のタ
ンク内には、不燃ガスを
充填して事前に火災を
防止している

▲成形品貯留サイロ。エコセンター恵那の内部で
は、多くの機械が設置されている。これらは、全
市のごみを処理するため、能力アップの工事が行
われている。改修工事は、９月、１０月、来年２月の
３回に分けて行われる

ＲＲＤＤＦＦととRRDDFF炭化物炭化物

　ＲＤＦ（左上）とは、家庭などから出るごみを粉々
に砕き、それを固めて作る燃料です。しかし、ＲＤ
Ｆの使用用途は、燃料のみと限られています。
ＲＤＦ炭化物（右上）とは、ＲＤＦを炭化したもの
です。ＲＤＦ炭化物の使用用途は、主に製鉄用副資
材やセメントの燃料などに活用されています。

▲RDF炭化物▲RDF

改
修
後
は
約
２
倍
の
能
力
へ

改
修
後
は
約
２
倍
の
能
力
へ　
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れ
も
金
属
類
と
し
て
不
燃
ご
み
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ご

み
出
し
に
迷
っ
た
ら
、
ご
み
百
科

事
典
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

施
設
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
費

用
な
ど
の
削
減
効
果
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
各
家
庭
で

出
す
ご
み
を
減
ら
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
分
別
を
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
多
く

の
労
力
と
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

一
番
効
果
が
あ
る
の
は
、
ご
み
出

し
に
つ
い
て
、
一
人
一
人
の
責
任

あ
る
行
動
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 　

ご
み
を
原
料
と
し
て
、
新
た
な
燃

料
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
炭
化
物
）
を
生
産
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
約
１
２
８
２�
の
Ｒ

Ｄ
Ｆ
炭
化
物
を
生
産
し
、
鋳
物
工

場
の
は
く
離
剤
や
、
セ
メ
ン
ト
工

場
の
原
料
や
燃
料
と
し
て
使
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ご
み
に

含
ま
れ
る
水
分
が　
�
以
下
で
な

１０

い
と
安
全
な
Ｒ
Ｄ
Ｆ
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
水
分
が
多
い

と
、
そ
の
水
分
を
抜
く
た
め
に
、

何
度
も
何
度
も
乾
燥
の
工
程
を
繰

り
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
作
業
に
、
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
い
ま
す
。
そ
の
負
担
を

少
な
く
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
生
ご
み
の
水
切
り
を
お
願

て
、
試
験
的
に
旧
恵
南
地
域
の
ご

み
を
エ
コ
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
、

時
間
や
経
路
、
燃
料
な
ど
を
確
認

し
て
、
来
年
４
月
か
ら
の
運
営
に

備
え
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た

い
こ
と
は
、
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那

と
い
う
の
は
、
ご
み
の
処
分
場
で

あ
る
と
同
時
に
、
ご
み
を
原
料
に

し
た
代
替
燃
料
の
生
産
工
場
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ

さ
い
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
可
燃

　

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
来

年
４
月
か
ら
の
、
ご
み
の
全
市
受

け
入
れ
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
エ
コ
セ
ン
タ
ー
内

部
で
改
修
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

 
進  
捗 
率
は　
�
ほ
ど
で
す
。
こ

し
ん 
ち
ょ
く

１５

れ
は
、
ご
み
処
理
の
能
力
を
上
げ

る
た
め
の
工
事
で
す
。
日
常
の
業

務
を
行
い
な
が
ら
、
来
年
２
月
中

旬
の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

収
集
体
制
に
つ
い
て
は
、　

月
初

１０

旬
と　

月
初
旬
の
２
回
に
分
け

１１

■エコセンター恵那
　　　　　　　堀川所長

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
の

は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
金
属
類

の
処
理
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
Ｒ
Ｄ
Ｆ
を
生
産
す
る
に

は
、
ご
み
を
小
さ
く
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ご
み
を
小
さ
く
す
る

た
め
に
破
砕
機
に
か
け
ま
す
。
こ

の
破
砕
機
は
、
硬
い
も
の
が
入
る

と
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
身
近
で
硬
い
も
の
の
代
表
が
金

属
類
で
す
。
過
去
に
は
、
可
燃
ご

み
に
ハ
ン
マ
ー
や
文 
鎮 
が
混
入
し

ち
ん

た
た
め
、
破
砕
機
が
壊
れ
て
し
ま

い
、
３
日
間
、
ご
み
処
理
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
や
、
ク
リ
ッ
プ

な
ど
は
小
さ
な
も
の
で
す
が
、
こ

ご
み
出
し
で
気
を
付
け
る
こ
と
は
何
か

　
 
水
分
を
よ
く
切
り
金
属
類
は
入
れ
な
い
で

インタビュー

7　2009.10.1

■塩化ビニール管

■靴・サンダル
・スリッパ

■シャープペンシル
・ボールペン

■乾燥剤・除湿剤■カセットテープ
・ビデオテープ
・フロッピーディスク

■アルミ箔の鍋
・アルミホイル

収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集場場場場場場場場場場場所所所所所所所所所所所・・・・・・・・・・・収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集日日日日日日日日日日日ののののののののののの変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更はははははははははははああああああああああありりりりりりりりりりりままままままままままませせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんん。。。。。。。。。。。

あああああああああああおおおおおおおおおおおぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞらららららららららららははははははははははは直直直直直直直直直直直接接接接接接接接接接接搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬入入入入入入入入入入入ををををををををををを受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけ入入入入入入入入入入入れれれれれれれれれれれままままままままままますすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。

■不燃ごみに分別してください■

　本年度から、ごみの分別方法を市全域で統一し
ました。ごみ処理施設の統合によって、今後、ご
みの収集場所・収集日などの変更はありません。
これまでどおり、ごみステーションに出してくだ
さい。
　恵南クリーンセンターあおぞらは、来年以降も
引き続き、ごみの直接搬入を受け付けます。
　市では、ごみの分け方やごみの出し方につい

て、詳しく解説した「恵那市ごみ百科事典」を各
家庭にお届けしています。ごみ出しで、少しでも
迷った時には、このごみ百科事典で確認をしてく
ださい。旧恵南地域では、本年度から、一部ごみ
の分別方法が変更になっています。今まで可燃ご
みとなっていたものが、現在では不燃ごみに変更
されているものがあります。　ごみ出しのポイン
トと、変更になった主なものは、次の通りです。
　

ごみ出しのポイントごみ出しのポイント

はく


